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■ご使用方法
１．日付表示のない時計の場合
※日付表示つき時計の場合は６ページをご覧く

ださい。

※日付／曜日両方の表示つき時計の場合は９ペ

ージをご覧ください。
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＜時計の合わせ方＞

＜各部の名称＞

リュウズを引き出すと秒針
が止まります。図のように
12時の位置に秒針を止めて
ください。
ネジロックタイプのモデル
はリュウズを左に回してネ
ジをゆるめ、リュウズを引
き出します。
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リュウズをまわして針を合わせてく
ださい。クオーツ時計の機構上、分
針を正しい時刻より一旦４～５分進
めてから、逆にもどすように合わせ
てください。
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時報と同時にリュウズを押し込んで
ください。時刻合わせは完了です。
ネジロックタイプのモデルはリュウ
ズを押しつけながら右に止まるとこ
ろまでネジ込んでください。
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※時刻合わせは、電話の時報サービスTEL.117が便利です。
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２．日付表示つき時計の場合
※日付表示のない時計の場合は４ページをご覧ください。

※日付／曜日両方の表示つき時計の場合は９ページをご覧ください。

＜各部の名称＞

この時計はリュウズを２段階に引き出せます。
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※時計の機構上、午後９時～
午前３時の間に日付を合わ
せると、翌日になっても変
わらないことがあります。
この時間帯での操作はでき
るだけお避けください。
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＜日付／時刻の合わせ方＞

最初に日付を合わせま
す。リュウズを１段引き出
します。（秒針は動いてい
ます）
ネジロックタイプのモデ
ルはリュウズを左に回し
てネジをゆるめ、リュウズ
を１段引き出します。

リュウズをまわして合
わせたい日の前日の日
付にセットしてくださ
い。

次に、秒針が12時の位
置にきたらリュウズを
２段目まで引き出しま
す。（秒針は止まりま
す。）
今日の日付になるまで
リュウズをまわして針
を進めてください。
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＜日付／曜日／時刻の合わせ方＞

最初に、日付／曜日を
合わせます。リュウズ
を１段引き出します。
（秒針は動いています）
ネジロックタイプのモ
デルはリュウズを左に
回してネジをゆるめ、
リュウズを１段引き出
します。

リュウズをまわして合
わせたい日の前日の日
付／曜日にセットして
ください。リュウズを
左まわしするごとに１
日ずつ、また、右まわ
しするごとに曜日が１
曜ずつ和／英をくり返
しながら進みます。

次に、秒針が12時の位
置にきたら、リュウズ
を２段目まで引き出し
ます。（秒針は止まりま
す。）今日の日付／曜日
になるまで、リュウズ
をまわして針を進めて
ください。
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３．日付／曜日両方の表示つき時計の場合
※日付表示のない時計の場合は４ページをご覧ください。

※日付表示つき時計の場合は６ページをご覧ください。

＜各部の名称＞

この時計はリュウズを２段階に引き出せます。
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※時計の機構上、午前０時～
午前１時の間、日付／曜日
の修正ができない場合があ
りますが、故障ではありま
せん。
この時間帯での操作はでき
るだけお避けください。
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日付は24時間で１日変
わるように設計されて
いますので、午前／午
後を間違えないように
リュウズをまわして時
刻を合わせてください。
クオーツ時計の機構

上、分針を正しい時刻
より一旦４～５分進め
てから逆にもどすよう
に合わせてください。

時報と同時にリュウズ
を０段目まで押し込ん
で完了です。
ネジロックタイプのモ
デルはリュウズを押し
つけながら右に止まる
ところまでネジ込んで
ください。

この時計の日付表示は
１日～31日までとなっ
て い ま す 。 小 の 月
（2,4,6,9,11月）の場合は、
月末又は月初に□１、□２
の要領で日付表示の調
整をしてください。

※時刻合わせは、電話の時報サービスTEL.117が便利です。
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日付は24時間で１日変
わるように設定されて
いますので、午前／午
後を間違えないように
リュウズをまわして時
刻を合わせてください。
クオーツ時計の機構

上、分針を正しい時刻
より一旦４～５分進め
てから逆にもどすよう
に合わせてください。

時報と同時にリュウズ
を０段目まで押し込ん
で完了です。
ネジロックタイプのモ
デルはリュウズを押し
つけながら右に止まる
ところまでネジ込んで
ください。

この時計の日付表示は
１日～31日までとなっ
て い ま す 。 小 の 月
（2.4.6.9.11月）の場合は、
月末又は月初めに□１、
□２の要領で日付変更の
調整をしてください。

※時刻合わせは、電話の時報サービスTEL.117が便利です。
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＜日付／曜日の瞬間送りについて＞

機種9F62・9F82（日付表示つき）、9F83（日付／曜日表示つ

き）の場合、通常運針に午前０時00分～午前０時05分の間の

瞬間時に日付／曜日が変わるように設計されています。（通

常のクオーツ時計は午後９時～午前３時の間に徐々に表示が

変わるように設計されています。）
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■うるう秒について

普通１日は標準時間で86,400秒ですが、86,401秒になることがあります。こ
れは、地球の自転の誤差による時刻のくるいを補正するもので、これを「う
るう秒」と呼びます。「うるう秒」が実施されますと、時計が標準時間に比較
して１秒進みになりますので、時刻を修正してください。
「うるう秒」は、世界各国の天文台の観測情報にもとづき、英国のグリニ

ッジ天文台を中心として全世界いっせいに実施されます。
グリニッジ標準時では、「12月31日」または「６月30日」の午後11：59～午

前０：00が61秒間となります。
日本の場合、時差換算すると、うるう秒がおこなわれる日は「１月１日」

または「７月１日」で、日本時間の午前８：59～午前９：00の60秒間が61秒
間となりますが、おこなわれないこともありますので新聞等でご確認くださ
い。


